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美
し
い
ま
ち
な
み
の
中
で
、
健
康
で
安
心
し
て
く

ら
せ
る
ま
ち
﹂
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
５
つ
の
基

本
目
標
と
40
項
目
の
具
体
的
な
取
り
組
み
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。

(1) 

自
然
を
活
か
し
た
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　
当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
高
齢
化
率
が
45
％
で
市

内
小
学
校
区
の
中
で
一
番
高
い
が
、
介
護
認
定
率

は
17
％
台
で
低
く
、
介
護
予
防
の
積
極
的
な
取
り

組
み
活
動
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
者
が
何

時
ま
で
も
健
康
で
、
介
護
が
要
ら
な
い
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
︵
長
野
県
で
取
組
ん
で
い
る
運

動
＝
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
・
Ｐ
Ｐ
Ｋ
運
動
︶
が
理
想

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
豊
か
な
自
然
を
保
全
し
、

そ
の
自
然
を
活
か
し
て
整
備
し
て
き
た
﹁
健
康
づ

く
り
散
策
路
﹂
等
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
自
主

的
な
維
持
管
理
に
つ
と
め
る
。

①
ゆ
ず
り
葉
緑
地
か
ら
ド
ン
グ
リ
ふ
れ
あ
い
の
森
・ 

　
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
ふ
れ
あ
い
の
森
、
ガ
ケ
崩
壊
防
止

　
工
事
跡
︵
緑
と
花
づ
く
り
エ
リ
ア
︶
を
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
す
る
散
策
路
を
整
備
す
る
。
散
策
路
の

　
東
南
側
の
入
口
と
な
る
若
瀬
橋
一
帯
を
魅
力
あ

　
る
空
間
と
す
る
。
北
摂
里
山
博
物
館
﹁
ゆ
ず
り

　
葉
の
森
﹂
へ
の
出
入
口
を
逆
瀬
台
１
丁
目
の
若

　
瀬
橋
か
ら
白
瀬
川
沿
い
に
﹁
ア
プ
ロ
ー
チ
遊
歩

　
道
﹂
を
新
設
す
る
。奥

　
行
き
30
ｍ
、
幅
員
２
ｍ

　
で
車
椅
子
が
通
れ
る

　
よ
う
に
す
る
。
高
齢

　
者
や
家
族
揃
っ
て
出

　
来
る
健
康
寿
命
の
延

　
伸
や
健
康
づ
く
り
の

　
散
策
を
楽
し
む
。

②
西
宮
市
に
抜
け
る
県

　
平
成
33
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
６

次
宝
塚
市
総
合
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、

﹁
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
﹂
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
２
年
間
に
わ

た
り
、
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
き
た
。﹁
た
た
き

台
﹂﹁
素
案
﹂﹁
原
案
﹂

と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
皆
さ
ん
の

提
案
・
意
見
を
反
映

し
、
合
意
を
頂
い
て

﹁
計
画
見
直
し
﹂を
図
っ

て
き
た
。
大
切
な
こ

と
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
あ
た
っ
て
の
地
域
計
画
を
単
な
る
計
画
に
終
わ

ら
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
行
政
と
内
容
を
協
議
・
精
査
し
ま
と
め
、

そ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
定
期
的
に
仮
称
﹁
計

画
推
進
会
議
﹂
を
開
き
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
て

い
く
。

　

地
域
が
目
指
す
将
来
像
は
、﹁
豊
か
な
自
然
・

防
空
壕

　
道
明
石
神
戸
宝
塚
線
に
散
策
路
と
し
て
の
歩
道

　
を
新
設
し
、
国
立
公
園
・
樫
ヶ
峰
、
甲
山
森
林

　
公
園
、
行
者
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
し
、
阪

　
急
仁
川
駅
よ
り
阪
急
宝
塚
駅
に
至
る
宝
塚
市
西

　
部
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
う
。
県
道

　
明
石
神
戸
宝
塚
線
に
﹁
ゆ
ず
り
葉
緑
地
公
園
・

　
ゆ
ず
り
葉
台
分
岐
点
﹂
か
ら
﹁
西
宮
北
道
路
分

　
岐
点(

甲
寿
橋
・
盤
滝
口)

﹂
ま
で
の
歩
道
幅
員

　
２
ｍ
を
新
設
す
る
。
車
道
と
歩
道
の
境
界
に
ガ
ー

　
ド
レ
ー
ル
を
設
置

　
す
る
。

③
逆
瀬
川
団
地
入
口

　
に
接
す
る
白
瀬
川

　
歩
道
橋
の
下
・
逆

　
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン

　
北
側
か
ら
逆
瀬
台

　
住
宅
に
沿
う
白
瀬

　
川
に
散
策
路
と
護

　
岸
の
モ
ル
タ
ル
を

　
一
定
の
間
隔
で
露
地
を
穿
っ
て
植
樹
と
花
木
・

　
花
草
を
植
栽
し
て
ア
メ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
と
し
て

　
い
く
。

④
ゆ
ず
り
葉
緑
地
公
園
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で

　
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
市
民
が
楽
し
む
た

　
め
に
広
城
か
ら
人
々
の
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、
ゴ

　
ミ
対
策
の
美
化
看
板
の
設
置
や
違
法
駐
車
解
消

　
の
た
め
の
駐
車
場
の
充
実
な
ど
の
交
通
環
境
整

　
備
と
北
部
地
帯
に
ト
イ
レ
を
新
設
す
る
。

⑤
地
域
住
民
が
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
助
け

　
合
っ
て
地
域
内
公
園
、
花
壇
、
公
共
用
地
の
樹

　
木
や
花
の
補
植
、
清
掃
等
の
居
住
環
境
の
保
全
・

　
育
成
を
図
る
。﹁
地
域
緑
化
モ
デ
ル
地
区
指
定
花

　
壇
﹂
と
し
て
整
備
す
る
。
公
園
ア
ド
プ
ト
制
度

　
の
導
入
を
推
進
し
健
康
遊
具
を
設
置
し
て
﹁
公

　
園
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
﹂を
継
続
す
る
。
ま
た
、

　
裏
山
の
自
然
や
散
策
路
の
整
備
、
維
持
管
理
、

　
及
び
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
健
康
づ
く
り
と
環

　
境
美
化
を
兼
ね
た
散
策
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る
。

⑥
深
谷
貯
水
池
を
周
囲
に
桜
木
を
植
樹
し
て
花
見

　
の
名
所
に
す
る
と
と
も
に
、
水
に
ふ
れ
あ
え
る

　
公
園
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑦
宝
塚
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
散
布
に
係
る
情
報
を
定

　
例
的
に
行
う
よ
う
要
望

　
す
る
。

(2) 
ふ
れ
あ
い
と
助
け
合
い

　
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り

　
　
今
後
、
高
齢
化
率
が

　
益
々
高
く
な
っ
て
い
く

　
こ
と
か
ら
、
地
域
の
憩

　
い
・
交
流
の
場
と
仕
組

　
み
づ
く
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
社
会
参
加
、

　
日
常
生
活
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

　
む
。
ま
た
子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
ふ
れ

　
あ
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る     

　
よ
う
な
施
設
づ
く
り
、
活
動
に
取
り
組
む
。

⑧
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
体
育
館
や
運
動
場
・

　
空
教
室
、
各
集
合
住
宅
の
集
会
所
・
体
育
施
設

　
を
一
定
条
件
の
下
に
地
域
住
民
に
開
放
し
、
ス

　
ポ
ー
ツ
活
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

　
を
図
る
。
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
推
進
す
る
立
場
か

　
ら
﹁
小
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
﹂
の
運
用
強

　
化
を
図
り
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
逆
小

　
体
育
施
設
運
営
委
員
会
に
積
極
的
に
参
画
す
る
。

　
　
ま
た
、
市
教
育
委
員
会
の
施
策
で
あ
る
﹁
宝

　
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

(

学
校
運
営
協
議

　
会
制
度)

﹂
を
設
置
し
学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
一

　
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
教
育
に
関
わ
っ
て
い
く
。

⑨
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
活
動
の
中
心
と

　
な
る
、﹁
ゆ
ず
り
葉

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

　
ム
﹂
を
更
に
一
層
有

　
効
活
用
す
る
た
め
、

　
周
辺
の
環
境
条
件
の

　
充
実
、
例
え
ば
必
要

　
最
低
限
の
駐
車
場
新

　
設
や
出
入
り
口
等
の

　
整
備
を
行
う
。

﹁
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
見
直
し
﹂
原
案
で
す
!!

〜
今
後
行
政
と
内
容
を
協
議
・
精
査
し
て
ま
と
め
ま
す
〜

﹁
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
見
直
し
﹂
原
案
で
す
!!

〜
今
後
行
政
と
内
容
を
協
議
・
精
査
し
て
ま
と
め
ま
す
〜
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ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　ブ
ロ
グ
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

まちづくり計画会議まちづくり計画会議



⑩
逆
小
の
地
域
・  

　
保
護
者
・
学
校
の
活
動
活
性
化
に
逆

　
小
正
門
か
ら
１
０
０
ｍ
下
る
バ
リ
ケ

　
ー
ド
の
間
は
、
道
路
指
定
か
ら
学
校

　
敷
地
へ
用
途
変
更
し
、
逆
小
脇
の
水

　
路
上
に
蓋
を
し
て
駐
車
場
と
し
て
有

　
効
活
用
す
る
。

⑪
拠
点
の
逆
小
は
、
校
区
の
端
か
ら
は

　
遠
く
坂
道
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

　
が
で
き
に
く
い
。
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
制
度
が
発
展
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

　
住
民
の
生
活
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
、

　
縦
方
向
は
阪
急
バ
ス
が
あ
る
が
、
横
方
向
は
バ
ス
停
ま

　
で
高
齢
化
で
行
け
な
い
状
態
。
具
体
的
仕
組
み
の
ア
イ

　
デ
ア
を
図
る
。
例
　
利
用
者
の
要
求
に
対
応
し
て
運
行

　
す
る
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
定
期
便
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
ラ
ン
ラ
ン
バ
ス
、
参
加
者
お
さ
そ
い
相
乗
り
運
動
の
実

　
施
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
り
合
い
制
度
、
ミ
ニ
バ
ス
︵
１

　
０
０
円
バ
ス
︶
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

⑫
自
治
会
が
管
理
運
営
す
る
自
治
会
館
を
地
域
住
民
の
ふ

　
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
し
て
活
用
し
て
行
く
。

⑬
地
域
の
有
志
に
、
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
︵
蔵
書

　
の
公
開
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
、
趣
味
の
品
作
品
展
な
ど
︶

　
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
地
域
住
民
間
の
ふ
れ
あ
い
・
交

　
流
を
活
発
に
す
る
。

⑭
独
居
老
人
の
意
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
病
弱
、
持
病
が

　
あ
る
人
や
障
害
が
あ
る
人
達
の
希
望
を
ま
と
め
、
緊
急

　
通
報
シ
ス
テ
ム
や
買
い
物
の
手
伝
い
な
ど
の
具
体
的
な

　
見
守
り
運
動
を
民
生
委
員
と
連
携
し
て
構
築
・
展
開
す
る
。

　
併
せ
て
、﹁
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
﹂
の
取
り
組
み

　
を
推
進
す
る
。

⑮
空
巣
、
痴
漢
、
い
た
ず
ら
電
話
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

　
か
ら
、
防
犯
対
策
と
し
て
、
地
域
内
に
交
番
の
新
設
と

　
警
ら
箱
・
警
察
官
立
寄
り
所
の
増
設
を
要
望
す
る
と
と

　
も
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。
児
童
の
防
犯
に

　
対
し
て
は
、
ア
ト
ム
１
１
０
番
の
周
知
に
努
め
る
。

(3) 
安
全
・
安
心
・
便
利
な
み
ち
づ
く
り

　
近
年
の
車
の
保
有
率
の
増
加
に
と
も
な
い
、
当
地
域
で

も
自
動
車
交
通
量
は
年
々
増
加
し
、
人
と
車
が
交
錯
し
、

一
部
の
道
路
で
は
大
変
危
険
な
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
な
交
通
対
策
を
推
進
す
る
。
高
齢

者
も
多
く
、
公
共
交
通
の
充
実
や
車
椅
子
で
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
な
道
路
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

⑯
県
道
明
石
神
戸
宝
塚
線
に
沿
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
あ

　
り
、
車
の
騒
音
が
大
き
く
、
速
度
制
限
や
看
板
の
設
置
、

　
警
察
官
の
配
置
な
ど
の
騒
音
対
策
を
行
う
。

⑰
逆
瀬
台
の
住
宅
地
内
に
あ
る
バ
ス
通
り
は
、
周
辺
地
域

　
か
ら
の
車
の
通
り
抜
け
が
多
く
危
険
で
あ
る
。
警
察
と

　
連
携
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
制
限
を
遵
守
す
る
よ
う
安
全

　
対
策
、
騒
音
防
止
活
動
を
行
う
。

⑱
逆
瀬
台
１
丁
目
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
逆
瀬
川
マ
ン

　
シ
ョ
ン
に
隣
接
す
る
道
路
の
角
地
が
見
通
せ
な
い
た
め

　
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

⑲
逆
瀬
台
１
丁
目
の
若
瀬
橋
付
近
は
、
３
道
路
が
交
差
し
、

　
住
宅
街
で
見
通
し
が
悪
い
上
に
県
道
明
石
神
戸
宝
塚
線
に

　
通
り
抜
け
す
る
車
が
非
常
に
多
い
た
め
、
通
学
時
は
大

　
変
危
険
で
あ
る
。
保
護
者
の

　
立
ち
番
の
他
、
警
察
官
の
交

　
通
整
理
な
ど
児
童
の
安
全
対

　
策
を
推
進
す
る
。

⑳
青
葉
台
の
Ⓐ
蔵
人
台
共
同
墓

　
地
及
び
Ⓑ
市
営
西
山
霊
園
に
、

　
墓
参
の
た
め
の
駐
車
場
の
新
設

　
を
行
う
。

㉑
逆
瀬
台
５
丁
目
か
ら
共
同
墓

　
地
横
を
通
り
南
口
・
逆
瀬
川
方

　
面
へ
の
道
路
に
お
い
て
、
道
路
中
央
の
部
分
が
高
く
な
っ

　
て
お
り
、
現
在
の
停
止
ラ
イ
ン
で
止
ま
っ
て
も
逆
瀬
台

　
方
面
か
ら
来
る
車
は
見
え
に
く
い
の
で
大
変
危
険
に
つ

　
き
安
全
対
策
を
行
う
。

㉒
路
上
駐
車
は
、
車
椅
子
の
障
害
と
な
り
、
ま
た
見
通
し

　
も
悪
く
な
る
の
で
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
よ
う
警

　
察
署
へ
要
望
す
る
と
共
に
、
地
域
独
自
で
の
パ
ト
ロ
ー

　
ル
等
に
取
り
組
む
。

㉓
阪
急
バ
ス·

逆
瀬
台
セ
ン
タ
ー
行
き
の
路
線
で
バ
ス
停
の

　
間
隔
が
長
く
、
高
齢
者
の
行
動
圏
拡
大
の
た
め
に
も
、
逆

　
瀬
台
１
丁
目
と
逆
瀬
台
５
丁
目
の
中
間
地
点
に
新
し
い

　
バ
ス
停
の
設
置
を
要
望
す
る
。

㉔
県
道
明
石
神
戸
宝
塚
線
は
、
荒
地
西
山
線
が
開
通
す
る

　
と
交
通
量
が
ま
す
ま
す
増
大

　
す
る
。
こ
の
た
め
、
白
瀬
川

　
橋
西
詰
か
ら
諭
鶴
羽
橋
北
詰

　
ま
で
の
区
間
で
、
以
下
の
４

　
点
に
つ
い
て
検
討
及
び
事
業

　
化
を
推
進
す
る
。
　

　
(1)
３
車
線
に
し
て
、
右
左
折

　
レ
ー
ン
の
完
全
整
備
を
行
う

　
こ
と
。

1
面
か
ら
続
く
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㉕
(2)
前
項
の
南
側
沿
い
に
幅
広
い
グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ー
の
歩

　
道
を
設
置
す
る
こ
と
。

㉖
(3)
前
項
の
歩
道
区
域
は
、
常
緑
高
木
の
緑
地
化
と
そ
の

　
樹
間
は
ベ
ン
チ
等
を
置
い
て
憩
い
の
場
と
す
る
こ
と
。

㉗
(4)
㉔
項
の
現
在
２
カ
所
あ
る
バ
ス
停
に
充
分
な
ポ
ケ

　
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
。

(4)
美
し
い
、
緑
と
街
並
み
を
培
う
ま
ち
づ
く
り

　
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
大
半
が
計
画
的
に
開
発
さ

れ
た
住
宅
地
で
あ
り
、
道
路
・
公
園
、
住
宅
地
等
が
整
然

と
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
里
山
や

中
小
河
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然
を
有
し
、
緑
に
包
ま
れ
た

閑
静
な
住
宅
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
こ
の
よ
う

な
優
れ
た
景
観
・
環
境
を
保
全
し
、
更
に
魅
力
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
。

㉘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
側
に
広
が
る
里
山
は
宝
塚
市
全
体
の

　
貴
重
な
自
然
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
活
動
と
も
連
携
し
つ

　
つ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
管
理
活
動
の
推
進
を
図
る
。

㉙
県
道
明
石
神
戸
宝
塚
線
や
バ
ス
通
り
の
沿
道
は
、
街
並

　
み
の
統
一
・
街
路
樹
の
統
一
・
瀟
洒
な
デ
ザ
イ
ン
の
街

　
路
燈
設
置
、
歩
道
の
美
装
化
な
ど
安
全
で
快
適
な
道
路

　
空
間
づ
く
り
に
努
め
る
。

㉚
緑
化
の
創
出
事
業
と

　
し
て
、
逆
瀬
台
３
丁

　
目
か
ら
６
丁
目
ま
で

　
の
左
右
の
歩
道
に
街

　
路
樹
を
統
一
し
た
紅

　
白
の
サ
ル
ス
ベ
リ
に

　
植
替
え
ら
れ
、
大
き

　
く
繁
茂
し
て
い
る
。

　
花
と
緑
の
公
園
都
市

　
宝
塚
に
相
応
し
い
逆

　
瀬
台
の
景
観
づ
く
り

　
は
10
年
を
超
え
て
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
し
た
。
今

　
後
は
そ
の
街
路
樹
の
水
や
り
や
手
入
れ
を
継
続
す
る
。

㉛
逆
瀬
台
１
丁
目
か
ら
白
瀬
橋
を
渡
っ
た
４
丁
目
公
園
の

　
正
面
入
口
付
近
は
、
夜
間
暗
く
通
行
が
危
険
で
あ
る
し
、

　
防
犯
上
も
問
題
が
あ
る
。
ま
ち
の
入
ロ
に
ふ
さ
わ
し
い

　
瀟
洒
な
デ
ザ
イ
ン
の
街
路
燈
を
設
置
す
る
。

32
県
道
明
石
神
戸
宝
塚
線
に
沿
う
宝
塚
ゴ
ル
フ
場
の
鉄
柵

　
フ
ェ
ン
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
は
ま
ち

　
の
景
観
を
大
き
く
損
ね
て
い
る
た
め
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

　
の
設
計
を
見
直
す
な
ど
し
て
こ
れ
ら
の
撤
去
検
討
を
要

　
望
し
て
い
く
。

(5)
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
ひ
と
づ
く
り

　﹁
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
人

材
の
発
掘
・
育
成
が
重
要
で
あ
る
。
一
般
に
若
い
世
代
は

地
域
へ
の
関
心
が
薄
く
、
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

中
心
で
あ
っ
た
方
々
は
高
齢
で
活
動
に
参
加
し
に
く
い
と

い
う
状
況
が
み
ら
れ
る
。
次
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
担
っ
て
い
く
人
材
の
発
掘
・
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

33
小
学
校
、
中
学
校
の
教
育
の
な
か
で
地
域
の
魅
力
や
問

　
題
点
の
発
見
学
習
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意

　
識
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
。

34
大
人
か
ら
積
極
的
に
子
ど
も
達
に
声
を
か
け
る
﹁
あ
い

　
さ
つ
運
動
﹂
を
実
施
す
る
。

35
逆
小
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
活
性
化
す
る
。

　
特
に
土
、
日
曜
日
、
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
育
成
会

　
児
童
の
同
伴
下
校
を
充
実
さ
せ
る
。

36
地
域
で
活
動
し
て
い
る
各
種
団
体
の
交
流
会
、
情
報
交

　
換
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
。

37
地
域
内
の
様
々
な
才
能
を
も
っ
た
住
民
に
参
加
を
呼
び

　
か
け
、
仮
称
﹁
文
化
・
技
能
祭
﹂
を
開
催
し
、
音
楽
会
や

　
住
民
持
ち
寄
り
の
作
品
展
示
・
観
賞
等
を
通
じ
地
域
文

　
化
の
発
揚
と
交
流
を
定
着
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々

　
を
﹁
人
材
バ
ン
ク
﹂
と
し
て
登
録
し
、
い
ざ
と
い
う
と

　
き
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
。

38
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
学
習
、
講
演
会

　
の
開
催
、
県
・
市
な
ど
が
主
催
す
る
ま
ち
づ
く
り
研
修

　
会
へ
の
派
遣
・
参
加
を
積
極
的
に
行
う
。
ま
た
、他
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
や
他
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
　
交
流

　
を
行
い
、
学
習
す
る
。

39
ミ
ミ
ズ
ク
ポ
ス
ト
、
ゆ
ず

　
り
葉
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
、
双

　
方
向
の
意
見
交
換
が
で
き

　
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。

40﹁
白
瀬
川
の
自
然
を
育
て

　
る
会
﹂
を
発
足
さ
せ
て
、

　
白
瀬
川
の
自
然
豊
か
で

　
ホ
タ
ル
観
賞

、自
然
観
察

　
な
ど
の
住
民
が
楽
し
め
る

　
環
境
に
変
貌
さ
せ
、
住
民

　
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
目

　
指
す
。

防災・要援護者避難訓練

児童の見守り同伴下校

都市景観・街路樹サルスベリ

秋の文化祭・音楽会

春の桜まつり・お茶会

「宝塚ゴルフ場」からゆずり葉コミュニティの
街並みを望む。自然豊かな裏山の裾野には４千
世帯の閑静なベットタウンが広がっている。
 

街歩き・地域の魅力再発見街歩き・地域の魅力再発見 スクールゾーン交通整理スクールゾーン交通整理

道路脇の水路に蓋をする道路脇の水路に蓋をする
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◇医療保険と介護保険の違い◇

　医療保険はケガや病気などの治療行為を行う

のが目的ですが、介護保険は要介護者を対象に

生活をサポートする保険制度です。そのため、

保険料を負担している被保険者であっても、利

用を始めるには、各市町村で要介護または要支

援の認定を受ける必要があります。

◇介護保険の加入と利用方法◇

　介護保険は 40歳以上のすべての人に加入が

義務付けられています。加入者は 65 歳以上の

第１号被保険者と40歳から64歳までの第２号

被保険者に分けられています。介護サービスを

利用できるのは、原則として第１号被保険者で

介護認定を受けた方ですが、第２号被保険者で

あっても末期がんや関節リウマチ等の特定疾病

（16 疾病）により介護認定を受けた場合には利

用することができます。

◇介護保険の利用方法◇

　介護認定を受けたら、介護度に応じた利用限

度額の範囲内でケアプラン（居宅サービス計画）

を作成、ヘルパーステーションやデイサービス

等の各事業者と契約、その後、介護サービスの

利用が開始となります。ケアプランは自己作成

も可能ですが、複雑な介護保険制度を熟知して

いるケアマネジャー（介護支援専門員）にお願

いするのが一般的です。介護施設に入所した場

合は、施設所属のケアマネジャーが担当となり

ますが、在宅介護の場合は、自分でケアマネジ

ャーを探さなければなりません。

◇ケアマネジャーの選び方◇

　在宅介護におけるケアマネジャーを探す方法

として、

　　・市のホームペー

　　　ジや介護保険課

　　　でケアマネジャ

　　　ーの一覧表を入

　　　手し、　 事業所に

　　　連絡

　　・地域包括支援セ

　　　ンターや退院前

　　　であれば病院のソーシャルワーカーに相談

　　・身近で利用している方があれば紹介し

　　　てもらう等の方法があります。

　ケアマネジャーは、利用者やその家族の要望

を聞き、利用者が適切な介護サービスを受けら

れるようケアプランを作成、各居宅サービス事

業者との調整を行う重要な役割を担っていま

す。できるだけ複数のケアマネジャーと面談し、

決めるようにしましょう。

　面談では、

　　・親身になって話を聞いてくれるかどうか

　　・ケアマネジャーの他にどのような資格を

　　　持っているか

　　・介護保険についての知識が豊富かどうか

　　・質問に対しわかりやすく答えてくれるか

　　　どうか

　　・連絡がとりやすいかどうか等を確認する

　　　のがポイントです。

　ケアマネジャーは、訪問介護等の居宅介護サ

ービス事業所に所属している場合（併設型）と、

ケアプランの支援を専門に行う事業所に所属し

ている場合（独立型）があり、その多くは併設

型に所属しています。併設型所属のケアマネジ

ャーにお願いをした場合でも、その事業所や関

連のサービスを必ず利用しなければならないと

いうことはありません。介護サービスは利用者

が自由に事業所を選択し利用することができる

制度となっています。

　また、慎重に選んだはずのケアマネジャーで

あっても、何らかの理由で信頼関係を築くこと

が難しいと判断した場合、ケアマネジャーは変

更することが可能です。

◇介護サービスの種類◇

　在宅介護の方が利用できる介護サービスに

は、訪問介護、訪問看護、訪問リハビリ、デイ

サービス、デイケア、ショートステイ等があり

ます。その中で、意外に知られていないのが訪

問入浴サービスです。

　訪問入浴サービスとは、専門のスタッフ３名

（内１名は看護職員）１組で訪問、居室に簡易

浴槽等の設備を持ち込み、利用者が横になった

まま入浴することができるサービスです。主に、

寝たきりや安静を必要とする方が利用されてい

ますが、自宅の浴室設備が介助に適さない場合

やデイサービスが苦手といった方にも利用され

ています。看護職員が、入浴前後の体調管理や

身体の状態等を確認してくれるので安心です。

入浴ケアは排せつケアと同様に、要介護者の体

を清潔に保つために欠かすことのできないケア

の一つであり、湯船にゆっくりと浸かることは

心身のリラックスに大いに役立ちます。また、

デイサービスやデイケア、訪問入浴は体験利用

ができる場合があります。どのようなサービス内

容なのか、利用者に合うかどうか等を実際に体験

できる良い機会です。是非、活用してみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　( 山川　記 )

毎日継続してみんなでラジオ体操に参加を！
雨天を除き毎日、朝６時３０分から始まるラジ

オ体操を「ゆずり葉緑

地公園の砂防モニュメ

ント」前で行っていま

す。身体全体の筋肉や

関節をほぐします！！

【活　動　日】　　毎週　日曜日

【問合せ・申込先】TEL 52-1188 吉田

　　　　　　　　　( 090-8822-3552)。

【場　所】　逆瀬台デイサービスセンター２階

【日　時】　毎月２回　土曜日12：30〜16：30

【世話人】　TEL 73-2187　久原。

【活　動　日】　　毎週　日曜日

【問合せ・申込先】TEL 73-5530 杉野

　　　　　　　　　( 090-9212-7516 )。

【活　動　日】　　毎週　土曜日

【問合せ・申込先】TEL 71-1288 秦。

【場　所】ゆずり葉森の広場集合

【日　時】毎週　日曜日　9：00〜

【世話人】TEL 72-5644 中村。

 

【場　所】B 棟 1 階　集会室

【日　時】毎週　金曜日　13：30〜16：30

【世話人】TEL 98-0601 尾川。

　

【活　動　日】　　毎月　第 1 日曜日

【問合せ・申込先】TEL 73-5530 杉野

【活　動　日】　　毎週　土曜日

【問合せ・申込先】TEL 71-1265 貞広。

【活　動　日】　　毎週　日曜日

【問合せ・申込先】TEL 71-5304 池添。

【場　所】　逆瀬川マンション集会室Ｂ棟１階

【活　動　日】　　毎週　水・土曜日

【問合せ・申込先】TEL 74-5141　福島。

【活　動　日】　　毎週　土曜日

【問合せ・申込先】TEL 090-5908-1534 湯元。

【活　動　日】　　毎週　日曜日

【問合せ・申込先】TEL 090-2353-7893 前田。

【活　動　日】　　毎週　土曜日

【問合せ・申込先】TEL 57-2520 清丸。

【活　動　日】　毎週　土曜日

　　　　　　　　　　10：00〜12：00

【問合せ・申込先】TEL 090-8825-4532 松井。

【活　動　日】　毎週　火・木・日曜日

　　　　　　　　　　14 : 00〜16 : 00

【問合せ・申込先】TEL 73-5011 山中。

【場　所】B 棟 1 階　集会室　

【日　時】毎週　月曜日　13：30〜16：30

【世話人】TEL 98-0601 尾川。

介護保険・豆知識介護保険・豆知識介護保険・豆知識
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宝
塚
市
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

﹁
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
見
直
し
﹂
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
当
会
は
、
常
日
頃
か
ら
逆
小
校
区
の
地
域
課

題
の
解
決
を
図
っ
て
事
業
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、
計
画

(

Ｐ)

を
実
行(
Ｄ)
し
て
、
推
進
具
合
の
チ
ェ
ッ
ク(

Ｃ)

を

行
い
、
計
画
の
見
直
し
と
改
善(

A)

を
着
実
に
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
計
画
の
原
案
を
今
回
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。ま
た
、﹁
ゆ
ず
り
葉
だ
よ
り
﹂
の
編
集
に
広
報
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で

き
る
方
、ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

Tel 

72-

５
６
４
４

中
村
迄
。

（4）ゆずり葉だより　新春・第94号

特選　中古車販売

電動介護ベッド、車いす
歩行器、手すり等福祉用具
電動介護ベッド、車いす

歩行器、手すり等福祉用具

展示中展示中展示中
見て触ってみてください！

展示場
逆瀬台１丁目バス停

公　園
郵便局

宝塚ゴルフ場

・レンタル

・販売

☆おむつ宅配します。

宝塚市逆瀬台１丁目７番１－１０９号

ＴＥＬ０７９７－７６－５３０７

P

リッツネス逆瀬台

「オルタナティブ・スクールとも」ご紹介
発達に凹凸のある子どものための福祉施設

「オルタナティブ・スクールとも」ご紹介
発達に凹凸のある子どものための福祉施設

　今年も少数メンバーが一丸となっ

て、宝塚夏季大会で３位に入賞、３年

連続の県大会出場を決めました。

　１０月７日の県 1 回戦は竹村の力

投、土橋の２ランなどにより３対

１で県大会初勝利を収めました。

　またＣチームは 6 月３日の夏季大

会で９対６で４年振りの涙の勝利！

参照：3 面「スポクラ 21 ゆずり葉」

「ゆずり葉少年野球教室」問合わせ

　　　TEL73-5530　杉野

　10 月８日のちびっ子大会では、

笠谷の元気一杯の選手宣誓で大

会を盛り上げてくれました。

0歳からの児童発達支援事業所

放課後等デイサービス事業所

営業日：月曜日～土曜日

時　間：９時～18 時

兵庫県指定番号：2851101416

オルタナティブ・
　　　スクールとも
オルタナティブ・
　　　スクールとも

宝塚市川面３丁目１－１０

TEL ０７９７－７５－５８１０

ブログの QR コード

ファミリーマート裏の横断幕

「ゆずり葉少年野球教室」開催

県大会初勝利

夏季大会夏季大会

選手宣誓選手宣誓

お子様は職員がクルマで送迎しています。

水曜日の放課後、土曜日の１１時から午後５

時に受け入れられる定員の空きがあります。

　
近
年
、
社
会
全
体
に
多
様
化
・
複
雑
化
が
進
み
、

行
政
の
施
策
の
狭
間
に
陥
っ
た
問
題
へ
の
対
応

が
地
域
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
に
対

す
る
見
守
り
活
動
や
、
学
校
教
育
の
現
場
に
お

け
る
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
施
策

と
そ
の
実
践
な
ど
で
す
。
そ
こ
に
は
市
民
・
団

体
・
関
係
機
関
・
事
業
所
な
ど
、
地
域
を
構
成

す
る
す
べ
て
の
人
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
よ

る
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
い
う
目
標
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
先
日
、
宝
塚
市
川
面
３
丁

目
で
児
童
発
達
支
援
事
業
所
と
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
﹁
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー
ル

と
も
﹂︵
以
下
、﹁
と
も
﹂︶
を
経
営
す
る
関
義

友
氏
か
ら
、
こ
の
ゆ
ず
り
葉
だ
よ
り
に
毎
回
、

広
告
を
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
関
氏
に
よ
る
と
、﹁
と
も
﹂
に
は
地
域

に
限
定
さ
れ
ず
、
幅
広
い
小
学
校
か
ら
児
童
が

通
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
で
す
が
、
宝
塚

市
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
各
小
学
校
区
ご

と
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、﹁
と
も
﹂
は
当
会
と

は
異
な
る
宝
塚
市
の
小
学
校
区
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
11
月
13
日(

火)

、
ゆ
ず
り
葉
だ
よ

り
へ
の
広
告
掲
載
の
是
非
を
当
会
五
役
会
で
検

討
し
ま
し
た
。﹁
と
も
﹂
は
兵
庫
県
庁
か
ら
児

童
福
祉
法
に
も
と
づ
く
児
童
発
達
支
援
事
業
所

と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
の

︿
指
定

﹀を
受
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
宝
塚
市

は
﹁
地
域
ご
と
の

ま
ち
づ
く
り
計
画

見
直
し
﹂
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
福

祉
分
野
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
理

念
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
下
記
の
当
該

事
業
者
の
広
告
の

掲
載
を
決
定
し
た

次
第
で
す
。

オルタナティブ・スクールともオルタナティブ・スクールとも
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